
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 大垣市立赤坂幼保園 

実 施 期 間 平成２６年１１月２日（日） 

 

実 施 概 要 

 
中山道赤坂宿まつりに参加 
・５歳児が、手作り神輿を担ぎ中山道を練り歩いた 
・赤坂地域の伝統あるまつりで、地域の方や保護者と一緒に楽しんだ。 
・紙細工コーナーを担当し、訪れた親子に手作り玩具の紹介をした。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者    約１００ 人 
計 約１４０ 人 

地域関係者      約４０ 人 

 

実 施 状 況 

 ・赤坂地域の伝統的な「中山道赤坂宿まつり」は、地域全体で取り組む
大きな行事であり、皇女和宮行列があり、５歳児のみならず園児は毎
年保護者と参加している。 

 ・５歳児は、はっぴと豆絞りを着用し、クラスごとの手作り神輿とのぼ
りを担ぎ、保護者やＰＴＡ役員の方々と練り歩いた。 

 ・メイン会場である赤坂本陣公園前では、大勢の観客の前で、クラスご
とに元気な掛け声とともに神輿の披露をした。 

 ・解散後も、保護者と一緒にまつりを楽しんだ。 

 ・紙細工コーナーにもたくさんの親子が訪れ、玩具作りを楽しんだ。 

 

成果及び課題 

 〇中山道を練り歩くことによって、保護者や地域住民の方との会話も生
まれた。また、温かい声援を受け、ふれあう喜びを感じる場となった。 

 〇まつりまでの過程を大切にし、参加意欲を高めながら地域の方たちと
一緒に準備を進め、楽しむことができた。 

 〇子ども自身や、赤坂の地域に住んでいない家庭も、歴史ある赤坂の地
域の歴史や名所を知る良い機会になったとの声も聞かれた。 

 〇中山道赤坂宿まつりを通して、地域の方が赤坂の町を大切に思う気持
ちや、古きよき伝統を後世にまで伝え残していこうと地域･保護者・子
どもがひとつになる大変よい機会だった。今後も地域の方々と連携し
温かいふれあいや伝統を大切にした保育活動を取り入れていきたい。 

 


